The Rise of Awareness of Printing Rights in Edo as Seen in the Nagauta Shohon Publications of the Nakamuraza Theater by 漆﨑 まり
江戸版長唄正本における株板化の動き : 中村座を
事例として







The Rise of Awareness of Printing Rights in
Edo as Seen in the Nagauta Shohon Publications













































































































































































































































































































儀兵衛版・無刊記 欄を設け、正本に対する本文 流用関係を表してみた。表では、伊賀屋版村山 を元版 して、 元名以外をそ
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が複数伝存することを示す。 「後版」表を見ると、冨士屋小十郎以下、多田屋利兵衛まで十二軒の版元が 行を手がけている。人気曲で需要があったため、多くの版元が 次を重ねて後々まで版行したのであろう。 「後版」の表紙には「稽古本」と記載されている例も
版においては相版元あるいは賣所として名を出しているが、再版は単独で版行し いる。次に、中村座に興行権が戻る表
6になると、




























元として、村山版の版権を引き継 いるのだろうか。正本 版行において、沢村屋は当初村山と相版を組んでいるので、その可能性も十分に考えられる。確認してみよう。　「後版」表の沢村屋利兵衛の欄を下に見ていくと、三段目の「京鹿子娘道成寺」の複数ある版種のうちの一種に「沢村屋利兵衛正」と見つかる。だがそれ以外は、 山源兵衛 の相版は見当たらず、十二の版元のなかで沢村屋が正本版元であるこ を示す徴証は出てこない。　ただ、沢村屋版に「再板」と入っているのが目に付く。これはお







時期であることだ。よって、この「後版」表は、沢村屋利兵衛が中村座の版元となる前の時期の、座と 間に独占的な版行の権 は成立していても、蔵版という意識がまだなかったために、複数 版元が再版を出せる状態を示していると考えられるのである。ただし、これにも例外が一つ存在する。 「一奏現在道成寺」は寛延二年（一七四九）
三月上演の長唄曲で、初版の正本は伊賀屋から出ている。


















































































独で出していることが確認できるので、おそらく冨士屋が出版実務を担当していたのであろう。とすれば、版元の交代については座あるいは芝居町の内部者が版元におさまったとの捉え方ができる。天明四年十一月から桐座の版元が冨士屋小 代 るが 桐座の関係者が版元として名を さな のは控櫓の格 あ めで、市村に対する遠慮があったと推測する。




という版行形態の変化が同時に起きているのであ その契機は、市村座から桐座への興行権の移譲である。その前の天明三年六月までは、市村座の専属版元は泉屋権四郎 こと 伝本で確認できる。しかし、天明四年十一月には桐座に興行権が移り、こ き上演の長唄正本「狂乱雲井袖」から、桐座 正本版元は冨士屋小十郎に代わるのである。そして冨士屋は初版だけではなく、再版・再々版等を単独あ いは伊賀屋・森田屋と相版を組むかたち 出すようになる。次いで、五年間の約定による の仮 が済み 天明八年十一月に市村座に興行権が戻ると、長唄正本の も市村茂兵衛・山本重五郎・冨士屋小十郎の相版となり、再版等に際してはこの正本版元と伊賀屋 森田 金蔵と のかたちが ら ている
（
23）。


















































りによる地立出入が起きて地所明け渡しと決まり、中村座は十月に都座へ、市村座は十一月に び桐座へ、それぞれ五カ年 約定で興行権が移る。この時に町奉行へ出された中村座 地立願いの伺書には、当時中村座 は地代金の滞りが佐兵衛方に三千百六十余両 吉五郎方に六百四十六両余、ほかに大借金を抱えているとあり、中村座も同様の逼迫した状況 あったことがわかる。　
しかしそうした経営努力の甲斐もなく、名題役者の取り合いによ





































































































蒔田稲城『京阪書籍商史』 （出版タイムス社、 一九二八年） 、 稲岡勝「蔵版、




















く明治期まで版行され続けている。長唄正本は、それ自体が舌禍事件や奢侈取り締まり 対象になることはなかった。けれども、そこには地本界のその時々の趨向 反映されているように思わ る。重版・類版のあり様、出版者 版権確立 過程等々は検討してきたとおりである。　
歌舞伎は役者至上主義のエンターテインメントを追求するあまり、





る中村座の場合」 （ 『東海大学国際文化学部紀要』創刊号、 二〇〇九年） 、 「江戸版長唄正本にみる版行形態の変化――享保
〜
寛政期にいたる市村座の場
合」 （ 『東海大学国際文化学部紀要』第二号、二〇一〇年） 、 「江戸版長唄正本にみる版行形態の変化――享保
〜
享和期にいたる森田座・河原崎座の場
















初期から歌舞伎に出勤している。 小松屋が正本版元である。 しかし、 いがや・奥村屋・井筒屋・近江屋なども河東節の音曲本を手がけており、その中には小松屋の本文を版下に流用した版がすでに存在する。小松屋では正本表紙に、 「河東直伝之正本ハ／小松やよりほかに無之候所ニ／此ころるいはん相ミへ申候／河東／正めいの／本 ハ此如の判形ヲ致／令板行者也能
〻






































































































































































26）　「江戸三座焼失一覧表」 （西山松之助編『江戸町人の研究』第五巻、第三章「江戸三座と遊郭の炎上」所収、吉川弘文館、一九七八年） 。 『東都劇場沿革誌料』 （注（
17）前掲書）寛政五年の項による。
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上演年月 曲名 版元 1　述者／筆耕／胡麻点・文字譜 版元 2
安永 6・11 めりやす　時雨月 板元　高砂町南新道村山源兵衛／
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛
安永 6・11 めりやす　雪見酒 板元　高砂町南新道村山源兵衛／ 胡・譜有
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛






安永 7・2 咲分梅笑顔 板元　〔綴じ目〕村山源兵衛／
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛
安永 7・2 めりやす　男文字 板元　高砂町村山源兵衛／ 胡有
賣所　四日市本屋儀兵衛
安永 7・7 其紅葉懺悔物語 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛　透写本 譜有
安永 7・11 信夫石恋御所染 高砂町南新道村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀
兵衛 「ヲトリ」有
安永 7・11 めりやす　花夕部 板　高砂町南新道村山源兵衛
　正
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛
安永 7・11 琴歌　雪の夜 高砂町南新道村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋
儀兵衛 左交述　　　　　　　　
安永 8・1 風流女萬歳 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛 鼎峨丸印／「ヲトリ」有
安永 8・1 初夢姿富士 高砂町村山源兵衛／板元／江戸橋四日市本屋儀兵衛
（奥）｢中村座板元｣ 「上るり ･ 哥」有
安永 8・5 花菖蒲對の手綱 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛
安永 8・8 秋の花角力 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛 譜有





元　江戸橋四日市本屋儀兵衛 胡 ･ 譜有
安永 8・11 氷面鏡梅俤 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
安永 8・11 恋の乱れ苧 高砂町南新道村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀
兵衛
安永 9・1 潔江戸絵蘼 〔綴目〕村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
 「ヲトリ」有
安永 9・3 曳各鐘贔屓 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
安永 9・7 三拍子秋野色々 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
 「ヲトリ ･ チラシ」有
安永 9・7 映紅葉奴僕 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
 譜有
安永 9・8 髪梳き　秋の暮 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
安永 9・11 引連樹春駒 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
安永 9・11 めりやす　磯千鳥 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
安永 9・11 めりやす　関の戸 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛





天明 1・4 めりやす　仇枕 高砂町村山源兵衛／板元／四日市本屋儀兵衛
天明 1・9 色見草四の染分 板　たかさご町村山源兵衛
元　四日市本屋儀兵衛
天明 1・11 紅白姿色鏡 高砂丁村山源兵衛／はんもと／四日市本屋儀兵衛
天明 1・11 我背子恋の合槌 高砂丁村山源兵衛／はんもと／四日市本屋儀兵衛
 左交述／譜有
天明 1・11 丹前　花姿視 高砂丁村山源兵衛／はんもと／四日市本屋儀兵衛
天明 1・11 屏風の関 板　高砂丁村山源兵衛 左交述　　　　　　
元　本屋儀兵衛
天明 2・11 めりやす　雨の柳 板　たかさご丁村山源兵衛
元　江戸はし四日市本屋儀兵衛　透写本
天明 2・1 花遊小鳥囀 高さこ町村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋儀兵
衛 「ヲトリ」有
天明 2・1 琴哥　かり寝 板　たかさご町村山源兵衛　三朝述
元　江戸ばし四日市本屋儀兵衛
天明 2・3 釣狐花設罠 高さこ町村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋儀兵
衛 譜有
天明 2・7 今様月汐汲 高さご町村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋儀兵
衛
天明 2・7 道行昔のうつし絵 板　たかさご丁村山源兵衛
元　江戸ばし四日市本屋儀兵衛
表 3　〈中村座〉
上演年月 曲名 版元（元版）　述者／筆耕／胡・譜 本屋儀兵衛版 無刊記版Ⅰ種
天明 2・11 琴柱のかり 板　高砂町村山源兵衛
元　長谷〔川〕町松本や万吉 「こと哥」有
天明 2・11 めりやす　なみ枕 板　高砂町村山源兵衛　
元　長谷川町松本や万吉
天明 2・11 めりやす　雪月花 板　高砂町村山源兵衛　
元　長谷川町松本や万吉
別版
天明 2・11 花楓粧丹前 はんもと／高砂町村山源兵衛／長谷川町松本や万吉
 「ヲトシ」有
天明 3・1 花緑千歳寿 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉
天明 3・1 初花色の染手綱 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉
天明 3・2 恋の枷糸 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉
 左交述 　　　　　　
天明 3・2 乱咲扇子蝶 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉
天明 3・4 再咲花娘道成寺 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉　譜有
天明 3・8 めりやす　秋の夜 板　高砂丁村山源兵衛　
元　長谷川丁松本屋万吉
天明 4・1 道行　児桜恋淵瀬 はんもと／高砂町村山源兵衛／松本屋万吉 譜有
天明 4・1 咲競梅丹前 はんもと／高砂町村山源兵衛／松本屋万吉 透写本
天明 4・3 めりやす　色増袖 板　和泉丁村山源兵衛　
元　長谷川丁松本屋万吉
天明 4・3 馴初船の内 「哥」有



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































再春菘種蒔　　元：演特イ 11-1212-38C と 117AB･ 竹
7-1387･1389･3149･3150、沢村Ⅰ：（字表紙）明・
竹 7-1393･1394･3151、沢村Ⅱ：（字表紙）芸 N27・
演特イ 11-1212-117C・演特イ 13-312-97・竹 7-1390-
1392･1838･3152･3153、沢村Ⅲ：（版元部分墨丁）
竹 7-3156・演特イ 13-312-98、丸鉄：竹 7-1396
紅葉袖名残錦絵　　元：芸 N1 と 4・演特イ 11-1212-




四 季 眺 寄 三 大 字　　 元（ 上 下 2 冊 ）： 竹 07-604-
607･2779･2780・演特イ 11-1212-38H･117G･118A、
沢 村 Ⅰ（ 上 下 1 冊 ）： 演 特 イ 11-1212-118BC・
竹 7-608-611･2781･2782、 沢 村 Ⅱ： 明 2091・
竹 7-2783、 沢 村 Ⅱ′： 明 2092・ 演 特 イ 11-1212-
118D・ 竹 7-613･2784･22785、 沢 村 Ⅱ′：（ 本
文 Ⅱ 同 版 表 紙 別 版 ） 演 特 イ 13-312-102・ 竹
7-614･615･2786･2787、沢村Ⅲ：竹 7-2789、沢村
Ⅲ′：演特イ 11-1212-119A・竹 7-2788・芸 N25・



























仙台ぶし吾妻唄　　元：竹 7-50、沢村Ⅰ：竹 7-51･ 演
特イ 11-1212-28C･ 演和ト 13-194･ 演和ト 13-444-
3E･ 明
めりやす心の雪　　元：竹 7-2439

































七字の花在姿繪　　元：明 2056・竹 7-622･624･626･ 
1774･1776・ 演 特 イ 11-1212-34A と 111G、 沢 村
Ⅰ： 明 2055・ 演 特 イ 11-1212-112A、 沢 村 Ⅱ：











35A･ 演和ト 13-286 カ
めりやす月雪花操車　　元：竹 7-3469
濱松風恋歌　　元：明・芸 N22・竹 7-1185･1186･3072･ 
3073・演特イ 11-1212-113I、沢村Ⅰ：演特イ 11- 




邯鄲薗菊蝶　　元：演特イ 11-1212-36A･ 演和ト 13-
419-21・竹 7-332･334･3339、丸鉄：竹 7-335
めりやすゆかりの月　　元：竹 7-1630･2446・明 2069・






特イ 11-1212-36G･114K・115CD（下冊）・竹 7-288- 
296・明、元′：（下冊字表紙）芸 N19・演特イ 11-
1212-115E･ 竹 7-301･1763・1764･2138･2595（ 下
冊字表紙）･2597、沢村Ⅰ：芸 N17 と 19・明・
演 特 イ 11-1212-115A･ 特 イ 13-312-89・ 竹 7-297-
299･2595･2596、沢村Ⅰ′：竹 7-3332（上冊字表紙）、






（ 上 下 1 冊 ） 芸 N4・ 竹 7-233･234･1747･1748･20
99･2564･2565・ 明 2110・ 演 特 イ 11-1212-37A と
115G、 沢 村 Ⅰ′： 芸 N17 と 25・ 明 2109（ 改 刻
箇所有）、沢村Ⅱ：（字表紙本文Ⅰの覆刻）竹

















































新 う た 五 大 力　　 元： 松・ 竹 7-2432、 沢 村 Ⅰ： 竹
7-521･2732・演特イ 11-1212-27E･109EF、沢村Ⅱ：









鐘 掛 花 振 袖　　 Ⅰ： 芸 N9、 Ⅱ： 竹 7-2607、 Ⅲ： 竹
7-314
めりやす時雨月　　元 1：演特ト 13-413・竹 7-2414
めりやす雪見酒　　元 1：竹 7-2415








































秋巣籠　　元 1：芸 N24/2・演特イ 11-1212-11I、Ⅰ：花・
演和ト 13-107








鉢扣色入船　　元 1：演特イ 11-1212-11K と 93I（上下
二冊）・93H（上下一冊本）
ちごさくら　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2405・明・演特





畳算　　元 1：芸 24/2、Ⅰ：松・竹 7-2407、Ⅱ：明、Ⅲ：








道行女夫傘　　元 1：芸 N24/2・演特イ 11-1212-13D、儀：
演特イ 11-1212-96G
相生獅子　　元 1：花・演特ト 13-429-10・竹 7-2135・
東国、Ⅰ：松・明・竹 7-2460・演特ト 13-443-3･4、Ⅱ：





演特イ 11-1212-13G ト 97A・演特ト 13-429-6 他
雲の峰　　元 1：花・芸 N24/2・明、Ⅰ：芸 N3
めりやす萩の風　　元 1：芸 N24/2・花・演特イ 11-
1212-14B と 98B
めりやす待夜　　元 1：芸 N24/2
めりやすかみ心　　元 1：演特イ 11-1212-14F と 98H、
Ⅰ：演和ト 13-387
楓葉恋狩衣　　元 1：演特イ 11-1212-14G
釣狐春乱菊　　元 1：演特イ 11-1212-14L と 99F･99G、
儀：花・演特ト 13-443-75、Ⅰ：明、Ⅱ：演特ト
13-443-74
春宝東人形　　元 1：演特イ 11-1212-15A と 99E











髪梳十寸鏡　　元 1：演特イ 11-1212-17C と 100J・演






































芳野草　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2392、儀：演特イ 11-
1212-6C と 86F、Ⅰ：演和ト 13-67
道行旅初桜　　元 1：川（表紙のみ掲載）、Ⅰ：竹
7-1432 と 1433・明 1052・演特ト 13-443-37 他、Ⅱ：
竹 7-3178 と 2027、Ⅲ：演特ト 13-443-38
男郎花　　元 1：芸 N24/2









艸摺引　　儀：演特イ 11-1212-8A と 88A、Ⅰ：演特ト
13-443-49
爪音幸紋尽　　元 1：明 1069・演和ト 13-421-25、Ⅰ：
芸 N9 と E24・演特イ 11-1212-8B・松・演特ト 13-
443-48 他、Ⅱ：霞、Ⅲ：辻
ねこのつま　　元 1：竹 7-2394・芸 N24/2
めりやす　袖の露　　元 1：芸 N24/2
御所風俗輦丹　　元 1：演特イ 11-1212-8G
縁結祝葛葉　　元 1：芸 N24/2・松、儀：演和ト 13-84
めりやす親子草　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2397、儀：
演特イ 11-1212-8K・演特ト 13-443-51 他
姿の鏡関寺小町　　元 1：明、儀：芸 N12・演特イ 11-




ふたつ文字　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2399・演和ト 13-
423-52、Ⅰ：演特イ 11-1212-9I・演和ト 13-53・明、
Ⅱ：演和ト 13-423-54・竹 7-1323、Ⅲ：竹 7-1319・





琴の段朧月　　元 1：芸 N24/2・明・竹 7-2402・演和
ト 13-418-49、 Ⅰ： 竹 7-251 と 2403・ 演 和 ト 13-
418-50、Ⅱ：演特イ11-1212-10Jと特ト13-443-61、Ⅲ：
竹 7-2576
春調娘七種　　元 1：上・明・演特イ 11-1212-10I と
91I、Ⅰ：演特イ 11-1212-91J と特ト 13-443-58 と
和 ト 13-94、 Ⅱ： 芸 N9・ 演 特 ト 13-443-60・ 竹
7-2136、Ⅲ：竹 7-3079
春雨　　元 1：演特イ 11-1212-11A・芸 N24/2、Ⅰ：演
特イ 11-1212-92C
［所蔵一覧］（表 1 - 6 に対応する）
傾城無間鐘　　元 1：特イ 11-1212-1B、元 2：竹 07-
2387（再演）
















京鹿子娘道成寺　　元 1：加・パ、元 2：図 360、儀：
竹 7-400、Ⅰ：演特イ 11-1212-2C と 78A・演和ト
13-127 他、Ⅱ：松・竹 7-401・芸 N11・演和ト 13-
419-24・演特イ 11-1212-78B・辻他







英執着獅子　　元 1（上下 2 冊）：演特イ 11-1212-3A・加・
パ、儀（上下 2 冊）：松・竹 7-1161 と 1162・演特









芸 N9 上 冊・ 演 和 ト 13-419-58、 Ⅱ： 演 特 イ 11-
1212-85D と E・演和ト 13-70・演特ト 13-443-29 と
30 他、Ⅲ：演和ト 13-419-59 下、Ⅳ：竹 7-534
舞扇子姥桜　　元 1：演特ト 13-448-19（透写）
舞鶴初丹前　　元 1：演特イ 11-1212-5G 他（透写）
勝色桜丹前　　元 1：明 1051
髪梳名とり草　　元 2：竹 7-2611
